
１．研究の目的と背景

愛媛県の伝統的工芸品である桜井漆器の始まりは，約

２５０年前，各地の特産品を持ち帰る往復商い「春は唐津，

秋は漆器」の言い伝えもある椀舟による行商である。仕

入れるよりもと地元で生産を始め，その後各地の職人を

迎えて技術を高めたとされている（注１）。

伝統工芸は行政区分として文化庁の所管であり，伝統

的工芸品は経済産業省の所管であるが，各県や市町村も

準じた指定を行っている。

桜井漆器では木地の製作が途絶え，組合の構成人数も

減少し，産地としての継続が危惧される側面もある。同

様に伝統的工芸品の産地は，急速な産業構造の変革と生

活様式の変化のなかで，様々な問題を抱えている。

しかし，古来より漆器の英訳が JAPAN であるように，

日本を代表する工芸分野のひとつであり，その魅力に魅

せられた若い担い手によるものづくりも続けられている。

１９８８年に伝統的工芸品産業振興協会が行った漆の椀に

関する調査によると，５種類の椀の価格づけによる主婦

と学生の比較において，知識の差は少ないが，体験知の

差，つまり日頃の関わりが関与することが指摘されてお

り，伝統的工芸品の行方が危惧されていた。また，伝統

的な手仕事に携わる生産者からの思いとして，「モノに

対する良心と思いやりできちんとした仕事をする。モノ

が心の内を語ってくれる。」販売者からの思いとして，

「正確な情報を伝え，本物を求める理想的な支持層（い

わゆるうるさい客）の形成を期待したい。」などを紹介

していた（注２）。

約２０年後の現在，状況は更に厳しくなっており，各地

の伝統的工芸品産地は，生き残りをかけた新たな挑戦や，

中小企業庁のジャパンブランド育成支援事業による展開

などで，デザインを活用している。

しかし，そのようなプロジェクトに取り組めない環境

の産地も数多いのが現状である。

そこで，現代生活における伝統的工芸品の新たな活路

のために桜井漆器のデザイン開発に関する研究を行う。

従来から行われている，桜井漆器の商品開発とは異なる

アプローチによる提案を通して，今後の方向性が柔軟に

拡大する一助となることを目的としている。

今回，学生の提案に協力頂いた伊予桜井漆器会館は，

県主催「２１世紀えひめの伝統工芸大賞」への積極的参加

や，「うるしの日（１１月１３日）」にあわせて「うるし祭り」

を毎年開催して新企画を提案している。２００７年度の企画

として，１０日�－１３日�の「うるし祭り」において，提

案を発表するプロジェクトが実現した。

２．研究，調査の方法

２．１．送り手と受け手の意識調査

２００５年に行ったアンケートによる意識調査の一部を予

備調査と位置づけた（注３）。

桜井漆器について，愛媛在住者と従事者の桜井漆器に

対するデザインやイメージについての質問を行う。

２．２．学生による提案

地域は，学生たち若い世代の意見を欲しているために，

デザイン専攻の学生は以前にも，実践的な教育活動の一

環として調査研究のプロジェクトに参加している（注４―６）。

今回のプロジェクトは，デザイン専攻の大学院生１名，

学部生６名（３回生３名，２回生２名）である。学生は，

漆器に馴染みが浅いため，まず商品と展示ならびに制作
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工房の見学を行う。次に，提案の方向性の検討，アイテ

ムの試作を含むアイデアの検討，そして漆による制作の

検討とプレゼンテーションの検討というスケジュールで

打ち合わせを重ねる。

伊予桜井漆器会館が１１月１０－１３日に実施する「うるし

祭り」時に展示と発表を行う。

２．３．アンケート調査

検証として，会場に加えて大学で後日，アンケートを

行い，集計と分析を行う。

良いものと今ひとつのものとその理由（自由表記）・

商品化の希望と価格帯・今後の商品化への希望（自由表

記）・展示方法の４項目である。

３．研究の結果

３．１．送り手と受け手の意識調査の結果と分析

愛媛県在住者の回答者は２２９名であったが，桜井漆器

を知る４１名（１８％）の回答である。桜井漆器従事者の回

答は２名であった。

３．１．１．桜井漆器のデザインについて

受け手である４１名は，形・色・素材・装飾の４項目に

おいて，大半はわからないという結果で，送り手である

従事者があげる素材の品質の良さは伝わっていない。ま

た，修理をして長く愛用してほしいという送り手の思い

に対し，受け手は煩わしいと感じている。

３．１．２．桜井漆器のイメージについて

受け手は，どちらかと言えば高価・重厚・実用的で日

常的な面もあるが，やや非日常的な面もある工芸品とい

うイメージを持っている。製品は美しいが，新鮮さや魅

力はあるとも言えず，やや近寄りがたい存在で，技術面

に関してはよくわからないという回答である。

送り手は，比較的安価で日常的な工芸品というイメー

ジを持つ。

なお送り手は，デザイン開発に関して，漆器全体や形

態ではなく装飾の部分のみについて述べているが，時代

の変化にマッチしたデザインやお客様の意見をよく聞く

などの意見も寄せている（注３）。

このように，送り手と受け手の意識の違いは，アピー

ル不足も原因であろうが，デザイン開発時の重要なポイ

ントとなる。

３．２．学生による提案

３．２．１．見学時の感想と印象

２００６年１１月に，愛媛県工業技術センター主任研究員藤

田氏と共に，伊予桜井漆器会館の見学を実施した。漆器

は多少知っていても，県内出身者も含めた６名全員が，

桜井漆器を初めて見て触った機会であった。

予想以上の軽さ，艶やさに魅力を感じ，細かな装飾の

美しさ，多様な色に感動している。そして，話を聞くこ

とにより，親しめないと感じていた印象が大きく変わっ

たと述べている。また，伝統を残しつつモダンな雰囲気

のもの，小物，洋食器に良い印象や親しみを感じている。

しかし，アピール不足や，購買層の異なる商品が同じ

様に並んでいることに違和感を感じている。

そして，桜井漆器独自のスタイルや新たなイメージづ

くりのために VI（ビジュアル アイデンティティ）の必

要性，購買年齢層の拡大，変わらない部分と進化する部

分を持ち合わせながらの発展などを述べている。

３．２．２．提案の方向性の検討

以上をもとにコンセプトワークを進めて，提案の方向

性とキーワードを抽出した（表１）。まず，和風の小物

や女性の心をくすぐる可愛いもの，無駄のないデザイン

や洗練された遊び心，年齢層の拡大などの意見を整理し

て，１１のキーワードを抽出した。次に，キーワードを反

映するアイテムを列記したのち，食器・ステーショナリ

ー・雑貨とアクセサリー・インテリア・おもちゃの５つ

の枠組みに分類した。その他として VI デザインに関連

するものなどをあげた。

２００７年２月にデザイン実習室で，伊予桜井漆器会館株

式会社鳥井社長と愛媛県工業技術センター主任研究員藤

田氏を交え，学生７名と著者の計９名が，方向性の検討

を行った。

コンセプトワークは，高い評価と反応を得たが，ラフ

スケッチを参考にした意見交換では，技術的に不都合な

ものや，コスト面で実現不可能なものの指摘も受けた。

３．２．３．アイデアの検討

意見交換の結果をふまえて，�時代に合わせた変化�

デイリーユース�カジュアルモダン�親しめるの４つの

キーワードから新たなスタイルをデザインするというコ

ンセプトを作成し，これらの提案のネーミングを検討

し，サクラスタイルと Re-SAKURA の２案について，ロ
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ゴタイプとロゴマークを検討した。

７名の第一段階の多様なラフスケッチをもとに整理検

討を行い，アイテムの枠組みを食器・ステーショナリー・

ファッション・インテリアの４つに変更して分担を決め，

詳細なデザインに取りかかった。

漆器の制作期間を考慮して，６月に中間発表を前回同

様のメンバーで行った（図１）。スタディモデルを参考

にしながら，素材・技法・デザインの修正箇所の検討な

どを行った。

３．２．４．試作品制作の検討とプレゼンテーションの検討

９月３日伊予桜井漆器会館で鳥井社長と職人３名と学

生６名と著者の１１名で，色彩・塗り・柄の再現性など，

主に技術面について検討した（図２）。

尺丸盆の立ち上がり部分の柄の変更と，ペンダントト

ップやネイルチップの柄の簡略化や，ポストカードやし

おりに用いたラインの幅の変更（シルクスクリーン版）

などである。また，白色の再現性について当初の予定よ

り，オークル系になることなどである。

その後，漆器による制作の経過確認と細部の打ち合わ

せを行い，展示と発表のためのプレゼンテーションボー

表１ 提案の方向性とキーワード

図１ アイデアの検討

図２ 制作の検討

漆器について 漆器会館について 提案の方向 提案の方向からキーワードを抽出

親しめる存在

若者へ向けて時代に合わせた変化

和風モダン

レトロモダン

独自の桜井スタイル

粋

漆の特徴を活かす

異素材とのコラボレーション

リ・デザイン

環境に配慮する（再利用など）

知名度 UP

具体的アイテム

〈食器〉

�和洋問わない食器

�絵柄の改善

〈ステーショナリー〉

�ボックスファイル

�USB メモリカバー

�CD ラック �はがき

�マグネット �押しピン

�ものさし �はさみ �ペン

�マウス �万年カレンダー

〈雑貨・アクセサリー〉

�写真たて �ピンや髪ゴム

�指輪など

�液状の漆を封入したアクセサリー

�携帯灰皿 �ネイルアート

〈インテリア〉

�壁に飾る漆タイル

�テーブル �椅子 �照明

�時計 �和ろうそく型ライト

�ドアノブ

〈おもちゃ〉

�チェスやオセロなど

〈その他〉

�VI デザイン

�漆器会館の方の名札や社員章

�地元の小学校の名札や校章など

�セット，シリーズ化した商品

良い点

�軽い

�つややか

�思ったより傷みにくい

�美しい

�魅力

�ティースプーンや箸置

き等の小物

	低価格


洋食器への親近感

�たくさんの色

�漆の日のプロジェクト

�喫茶店で証明

�ＶＴＲ

反対意見

�親しめない存在

�同じ場所で売られてい

る違和感

�デリケートな部分

�急ぐとよいものはでき

ない

�不案内

�位置が見づらい

�普段の生活でもっと活躍すべき

�漆器の印象を覆す

�若者に知ってもらう

�変わらない部分と進化する部分
伝統を残しつつモダンな雰囲気
和風モダン

�独自の桜井漆器スタイル

�桜井ならではの商品

	特徴が定まっていない


着物などのレトロブーム

�無駄のないデザイン
洗練された遊び心

�愛媛の誰もが知っている段階へ


発信する場所
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図３ 桜井漆器と暮らす新たなスタイルの提案
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ド作成にはいった。タイトルを「桜井漆器と暮らす新た

なスタイル」として，桜井漆器に「サクラスタイル」と

いうネーミングで新たなブランドをたちあげることと仮

定して，ロゴマークとロゴタイプと VI カラーを設定し

た。一連の過程において，インテリアのアイテム数が縮

小したこともあり，アイテムの枠組みを食器・ファッシ

ョン・ステーショナリーの３つに変更した（図３）。

展示方法の検討では，通常の商品と並ぶ限られたスペ

ースでの展示となるため，パネルで角柱を作り，パネル

を背景にアイテムを並べることにした。アイテムでパネ

ルを隠さないことや，アイテムごとの間隔などを考慮し

た。特に小さなアイテムは，まとまりを持たせて見やす

く展示することと，固定することを留意した（図４）。

１１月９日の準備作業中に，来客の質問も多く，予想以

上に関心が寄せられていた。

３．２．５．展示と発表

初日１０日の１１時より２０分程の発表を，担当ごとに行っ

た。参加者は，当日の来客と会館・職人の方々と愛媛県

工業技術センター主任研究員藤田氏である。

３．３．アンケート調査の結果と分析

３．３．１．回答者の属性

会場の回答者４４名と美術専攻学生の回答者４２名の計８６

名である。回答者の属性を，一般（会場）と学生（美術

専攻）として比較すると，年齢は一般が２０代から６０代迄

７－１１人づつで，学生は１０代と２０代である。県内出身者

は一般の７５％，学生の８８％で，性別は一般の５５％，学生

の９５％が女性である。

３．３．２．良いものと今ひとつのものとその理由

アイテム別（�尺丸盆�ボウル�ペンダントトップ�

ネイルチップ�ペーパーウェイト�ポストカード�しお

り）に複数回答の結果，一般では，良いものとしては，

他が１０％前後に対して�ペンダントトップと�ネイルチ

ップが２５％を超えている。�ペンダントトップのポイン

トは学生よりかなり高い。学生は�ネイルチップが３４％

�ペンダントトップは１１％で，�ネイルチップと�ペー

パーウェイトのポイントが一般より高い。

また，理由として，今までにない／可愛い／斬新／意

外性／実用的／若者向け／シンプル／伝統との融合など

が複数述べられている。

今ひとつのものとして，一般では，�ボウルと�ペー

パーウェイトが２５％を超えているが，学生では�ペーパ

ーウェイトが４５％となっている。

理由として，プラスチックみたい／深みがない／ヒモ

やチェーンの工夫／色が暗い（白）／漆の良さがわかり

づらいなどが複数述べられている（図５）。

図４ 展示状況

図５ 良いものと今ひとつのもの

�尺丸盆 �ボウル �ペンダントトップ �ネイルチップ
�ペーパーウェイト �ポストカード �しおり

（２）提案の中で良いと思ったもの

（３）提案の中で今ひとつだと思ったもの
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美術を学ぶ学生のため，漆に関する知識は少ないが，

デザインに関する感受性が高く，的確で厳しい意見も多

くなったと思われる。

なお，理由の記述が多いアイテムは，関心を集めたと

も言え，一般と学生をあわせると，良いものでは，ネイ

ルチップ２９件・ボウル１９件・ペンダントトップ１８件の順

に多く，今ひとつのものでは，ペーパーウェイト２１件で

あった。

３．３．３．商品化の希望と価格帯

商品化の希望に対する複数回答１７６の内訳は，�尺丸

盆２６名３０％�ボウル２５名３０％�ペンダントトップ３１名

３６％�ネイルチップ４２名４９％�ペーパーウェイト１２名

１４％�ポストカード２３名２７％�しおり２７名２０％で，ネイ

ルチップとペンダントトップが好評であった（図６）。

一般の価格帯は，同種のものと類似した価格や手間を

反映した価格で，学生の価格帯は，自分が支出できる価

格に留まっている傾向があるが，ペーパーウェイトやポ

ストカード，しおりで逆転しているのは，雑貨に興味や

執着を持つ現れでもあり，興味深い結果となった。

３．３．４．今後の商品への希望（自由記述）

自由記述を一般と学生にわけて，具体的なものとその

他イメージ的なものに区分した後に分析した。

１）一般：具体的なもの

	高級な文具（５０代男性）図６ 商品化の希望と価格帯
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�ブレスレット（２０代女性）

�低価格のネイルチップ，しおりも可愛い（３０代女性）

２）一般：その他イメージ的なもの

�現代的なものと古典的なものの融合（４０代男性）

�現代のアートと伝統を取り入れて，安価なものと高級

なものでバリエーション（４０代男性）

�伝統を現代に活かし，桜井商人の貪欲さ，したたかさ，

先見性など，昔の人間のたくましさも活かす（５０代男

性）

�若者向け（４０代男性）

�進物用に色々ステキなもの（５０代女性）

�若い人の感性を受け入れて，伝統と創造を意識したも

の（職人さん）

３）学生：具体的なもの

�来客にさりげなく使えるコースター

�伝統的なうつわやアクセサリー

�小物やアクセサリー・ピアス・ペンダントトップ

�文具

�洋風で実用的なキッチン用品など

�可愛いマグカップ

�集めて並べたくなるシリーズもの

�若者にも使える文具やファッション系のもの

�実用性から長方形のお盆

�和洋にあう日常的な道具（食器，キッチン用品，文具）

�花見に役立つ重箱など

４）学生：その他イメージ的なもの

�気軽に使えるもの

�デザインが良いもの

�オシャレな食器

�実用性のあるもの

�ニーズに合わせたデザインや柄のバラエティ

�実用性があり，つけておしゃれになるもの

�日常で何気なく使えるもの

�身近に使えるもの

�ネイルチップのように若者に好まれる視点の発想

�年齢を問わず日常使用し，身近に感じるもの

�漆器ならではの良さがわかるもの

一般と学生では，漆器に対する馴染み深さに差がある

ので，商品への希望は，価格帯にも差が生じることが伺

われる。

一般の記述にある，高級な文具・進物用の素敵なもの・

現代と古典の融合・伝統と創造などは，今後の開発に活

かせる重要なキーワードとなる。

アンケートに答えた学生は，漆器に馴染みは浅いが，

活発に寄せられた貴重な意見である。

また，バリエーションの豊富さが望まれているが，手

仕事ゆえに，充分応えられるものになる取り組みが期待

される。

なお，提案の方向である，�時代に合わせた変化�デ

イリーユース�カジュアルモダン�親しめるの４つのキ

ーワードから新たなスタイルをデザインするというコン

セプトと重なるものが多く，求められているものを提案

したことが検証された。しかし，提案のアイテムとデザ

インには，バリエーションや更なるクオリティが求めら

れている。

３．３．５．展示方法

一般の良かったが６３％に対して，学生は５１％である。

学生のアンケートは，会場ではなく制作した漆器の一部

とパネルと展示状況の写真（図４参照）により実施した

ことにもよる。印象深いものにするためには，パネルや

展示方法に，使われる生活シーンを想像し易い工夫やイ

ンパクトが更に必要なことの現れであろう。

展示スペースについては，コーナーとしての独立性が

もう少し高いことが望ましかった。展示台の高さは，長

い時間立ち止まって吟味する場合は，もう少し高い方が

楽な姿勢となろう。

角柱のパネルに沿った展示は，通常は滑らかに向き合

えるが，発表時には，参加者が同時に柱状の周りを動か

なくてはならず，反省点である。

３．４．結果のまとめ

３．４．１．アイテム別のまとめ

�尺丸盆

大胆で斬新な色彩と柄は新鮮であったが，意見が分か

れたことは，ものを乗せるという盆の機能や，どのよう

な生活シーンで効果があるかを示すことが不足していた

と思われる。

�ボウル

重ねると形の特徴が際立ち，漆の色としては珍しい色

彩のマット仕上げは新鮮であったが，日々の食卓で他の

素材の食器とどのようなハーモニーを奏でるのか，イメ
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ージが難しかったと思われる。外形のカーブや色彩の調

色が当初予定したイメージと若干異なった部分が目立っ

た。更に詳細な打ち合わせと制作時間が必要であったと

思われる。

�ペンダントトップ

従来の漆器のペンダントトップにはなかった可憐なイ

メージが加わった効果は高い。多少，おとなしく万人受

けするものになり，主張が少なく控えめで目立たないも

のにもなった。しかし，購買層を広く捉えるアイテムに

なったと思われる。

�ネイルチップ

小さいために細工が大変なものであったが，他の素材

と異なって装着時の軽さが際だっており，漆ならではの

特徴もクリアしている新しいアイテムの誕生であった。

しかし，ネイルサイズが各人異なるので受注方式をとら

ざるを得ず，販売方法の工夫と共に展開する必要がある。

また，価格を抑えてシンプルなものにすると，漆の特徴

が薄れるので，振り袖や着物とセットの華やぎを提供す

るものだといえる。対象年齢を変えて提案すると，話題

性が高まり，新アイテムとして成長すると思われる。

�ペーパーウェイト

意外性が面白い提案であるが，ケーキに限らずバリエ

ーションとコンパクトなサイズを検討する必要があろう。

ポップなイメージと漆の魅力を重ねるには，更なる検討

が必要であろう。

�ポストカード

動物のイラストの面白さは魅力であったが，桜や今治

地域の特徴であるしまなみ海道のモチーフを表現しきれ

ていない点が検討課題である。

�しおり

ポストカードとセットで可愛く魅力的なイラストであ

るが，対象とする年齢層や汎用性の検討が必要である。

３．４．２．提案全体のまとめ

学生の提案は，フレッシュな発想で，可愛さや今後の

の可能性を示すものであったが，アンケート結果や自由

表記が示すように，複眼的な思考が不足している部分も

ある。

全体的にある程度の提案には到達しているが，少々貪

欲さに欠ける点を感じさせる。これは，１年間という長

い期間中，モチベーションを保つことの難しさでもある。

しかし，紙の上のデザインが艶やかな実物となって目

の前に手渡された感動は，得難いものであった。なお，

白色系の漆が可能ということにかなりの魅力を感じてい

たために，その再現性が異なる結果は残念であり，早い

段階での確認が必要であった。

４．考察と提案

４．１．解決の方向性

４．１．１．送り手のこだわりを見直す

伝統的工芸品の産地は，分業制で成立しており，作家

は全てを自分で行う。各工程の技術の高さに立脚してい

るが，いわゆる作り込み過ぎではなく原点に戻ることで

新鮮な親しみも生まれると思われる（注７）。

４．１．２．伝統とモダンの更なる融合

モダンなイメージの確立には，装飾を削る方向と，伝

統の技術を反映するコントラストが必要であろう。生活

スタイルやシーンを想定したテーブルコーディネートか

ら導くことも可能である。

４．１．３．新たな木地と形態の開発

オリジナルな木地の開発が望まれる。本物志向のもの

に加えて，木地の材質にこだわらないカジュアルで低価

格帯のものとの差別化により，受け手の拡大をはかる。

４．１．４．多角的に漆本来の魅力を伝える

食器を超えたオブジェや形態単体としての存在だけで

はなく，インテリアを構成する素材パーツとしての展

開（注６）などで，多くの人の目に触れて漆の魅力を伝える

ことは，新たなファンの開拓にもなり，イメージやブラ

ンド力を高めることにも繋がる。

４．１．５．販売までをながれで考える

デパートなどの従来の枠組みによる売り場に加えて，

アイテム別に販売スタイルの開拓や提携を検討して，受

け手との距離を短縮することが重要である。

４．１．６．ブラッシュアップとデザイナーの活用

ビジネスとしてトータルな提案を求めると，高額なデ

ザイン料が発生するが，部分的に行うと継続性が望めな

い。

学生や受け手の意見や提案を更に汲み上げて，商品化

に向けたブラッシュアップが必要であると同時に，デザ

イナーを活用する機会を持つべきであろう。
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４．２．デザインと作品の提案

以上の方向性を考慮したデザインの一例として，アク

セサリーの試作と，水引によるテキスタイル造形との組

み合わせを提案した。

４．２．１．アクセサリーのデザイン

ペンダントは，ビーンズ型として表裏の金彩パターン

を変え，襟元のおさまりとリバーシブル使用を兼ね備え

るものとした。また，革ひもの長さ調節によりチョーカ

ーからロングペンダントでの使用を可能とした。ペンダ

ントトップとして，オメガに着脱することでイメージが

変わり，ファッションの適用範囲も拡大する。あえて高

度な技法を排除してテクスチュアの表現とした（図７）。

若年層のターゲットとは異なる，伝統工芸的ニュアン図７ ペンダント（上：朱漆 中と下：黒漆）

図８ 水引によるテキスタイル造形との組み合わせ例（全て黒漆）
（左：Mizuhikiworks '０８－� 右：Mizuhikiworks '０８－�）
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スを避ける消費者にも目を向けてもらうことを目指して

いる。同じ価格帯のものの使用範囲を拡大することで，

お得感や値頃感が生まれ，販路拡大にも繋がると思われ

る。

４．２．２．水引によるテキスタイル造形との組み合わせ

異なる素材との組み合わせとして，著者が数年取り組

んでいる，水引によるテキスタイル造形と組み合わせた。

水引も県の伝統的工芸品であり，その輝きと品格は漆

との相性が高い。あらかじめ織った水引を漆で挟んで裁

断したものと，加えて水引の先端に漆を塗ったものであ

る。壁面・床置き・宙づりと設置方法を変えて，多彩な

表情を展開する。

愛媛県産業技術研究所 紙産業技術センターにて２００８

年７月に展示発表したものである（図８）。
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